
　
古 河 市 は 、  （ 仮 称 ） 古 河 市 新 公 会 堂 基 本 構 想 ・

基 本 計 画 策 定 支 援 業 務 委 託 に 係 る 公 募 型 プ ロ ポ ーザ ル を 実 施 し た 。 審 査 の 結 果 、 シ ア タ ー ワ ー クシ ョ ッ プ ・ 日 本 工 営 都 市 空 間 Ｊ Ｖ を 優 先 交 渉 権 者に 選 定 。 契 約 の 締 結 、 業 務 開 始 は ４ 月 以 降 、 委 託期 間 は ２ ０ ２ ５ 年 ３ 月

3 1日 ま で を 予 定 し て い る 。

同 施 設 は 、 市 民 の 文 化 芸 術 活 動 と 交 流 の 拠 点 機 能を メ イ ン と し た 施 設 と し て 検 討 を 進 め て い る 。

　
水 戸 市 は 新 年 度 、 市 単 土

地 改 良 事 業 と し て 栗 崎 地 区の 排 水 路 工 な ど を 実 施 する 。  予 算 額 は ４ ７ ３ ０ 万 円 。予 算 の 内 訳 は 、 市 単 土 地 改良 事 業 が ２ ２ ８ ０ 万 円 、 土地 改 良 事 業 補 助 金 が ２ ４ ５０ 万 円 。　
こ の 事 業 は 、 農 業 生 産 性

の 工 場 や 農 業 経 営 の 安 定 を図 る た め 、 農 業 用 排 水 路 など の 小 規 模 な 農 業 用 施 設 を整 備 す る も の 。　
排 水 路 整 備 事 業 と し て

は 、 栗 崎 地 区 （ 排 水 路 工 Ｌ１ ７ ０ ｍ ） に ６ ０ ０ 万 円 、根 本 地 区  （ 排 水 路 工 Ｌ

8 0ｍ ）

に ４ ２ ０ 万 円 、  渋 井 地 区  （ 排 　
支 援 業 務 で は 、 施 設 の 目

的 や ニ ー ズ の 把 握 、 立 地 ・規 模 の 確 定 、 施 設 イ メ ー ジの 集 約 な ど を 検 討 し て いく 。 業 務 概 要 は 、 建 設 候 補地 に お け る 周 辺 環 境 へ の 影響 分 析 な ど の 基 本 調 査 、 建設 候 補 地 の 選 定 な ど の 支 援業 務 、 民 間 活 力 導 入 の 可 能性 調 査 な ど 。　
市 の 検 討 報 告 書 に よ る

限 が ７ 月

3 1日 ま で 、 機 器 利

用 が ８ 月 １ 日 か ら ２ ０ ２ ８年 ７ 月

3 1日 ま で の

6 0カ 月 。

　
市 の シ ス テ ム が 更 新 時 期

を 迎 え て お り 、 業 務 効 率 ・利 便 性 に も 課 題 が あ る こ とか ら 、 合 わ せ て 現 行 の 強 靭化 環 境 に お け る 運 用 上 の 課題 を 改 善 す る た め 、 再 構 築 地 区 の 農 道 整 備 （ Ｌ ２ ７ ０ｍ ） に ６ ０ ０ 万 円 を 配 分 。整 備 事 業 の 成 就 院 池 八 ツ 橋改 修 工 事 に は ３ ０ ０ 万 円 を盛 り 込 ん で い る 。　
こ の ほ か 、 付 帯 事 務 費 等

と し て 境 界 測 量 な ど に １ ００ 万 円 。 　
東 海 村 は 、 石 神 小 学 校 の

空 調 設 備 改 修 工 事 を 計 画 して い る 。 ２ ０ ２ ３ 年 度 の 当初 予 算 案 で は 、 事 業 費 と して ８ ９ １ ０ 万 円 を 計 上 。 ６月 ご ろ に 工 事 の 発 注 を 行 いた い 考 え だ 。　
耐 用 年 数 を 迎 え た 空 調 設

備 機 器 の 更 新 を 行 う 。 職 員室 や 会 議 室 、 保 健 室 、 ラ ンチ ル ー ム な ど の エ ア コ ン のを 表 彰 す る こ と で 、 建 築 設計 業 界 が 社 会 に 貢 献 す る ため の 下 地 づ く り を 行 っ て いる 。　
協 賛 は 県 建 築 セ ン タ ー 、

県 建 築 士 会 、 日 本 建 築 家 協会 関 東 甲 信 越 支 部 茨 城 地 域会 、 日 本 建 築 学 会 関 東 支 部茨 城 支 所 。 笠 間 市 な ど が 後援 。　
今 回 は 大 学 ３ 校 ・ 専 門 学

校 ３ 校 ・ 高 等 学 校 ３ 校 か ら計

3 2作 品 の 応 募 が あ っ た 。

２ 月

1 6日 に 審 査 会 が 開 か

れ 、 審 査 結 果 が 決 定 。 同 月
2 5日 に は 笠 間 市 地 域 交 流 セ

ン タ ー い わ ま で 表 彰 式 が 挙行 さ れ た 。　
応 募 作 品 一 覧 は 、 同 協

化 芸 術 の 拠 点 、 新 た な コミ ュ ニ テ ィ の 形 成 、 次 世 代の 育 成 、 ま ち づ く り の 推 進な ど を 挙 げ て い る 。　
防 災 拠 点 と し て の 役 割 も

　
下 妻 市 は 、 情 報 セ キ ュ リ

テ ィ 強 靭 化 シ ス テ ム 更 新 業務 の 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル を実 施 。 そ の 結 果 、 優 先 交 渉権 者 に ㈱ 内 田 洋 行 （ 東 京 都江 東 区 ） を 選 定 し た 。 契 約締 結 は ３ 月 下 旬 を 予 定 し てい る 。　
履 行 期 限 は 、 機 器 導 入 期

水 路 工 Ｌ

1 9ｍ ） に １ ７ ０ 万

円 、 全 隈 Ⅷ 地 区 （ 排 水 路 工Ｌ

1 5ｍ ） に

9 0万 円 。

　
農 道 整 備 事 業 で は 、 相 木

と 、 建 設 候 補 地 は 古 河 駅 周辺 か ら 古 河 駅 東 部 周 辺 エ リア 、 諸 川 周 辺 エ リ ア の ２ 箇所 。 こ の 候 補 地 以 外 に も 適地 が あ っ た 場 合 、 改 め て 検討 す る 。　
コ ン セ プ ト は 「 だ れ も が

気 軽 に 文 化 芸 術 を 体 感 し 、表 現 で き る 空 間 と 、 次 世 代へ の 機 会 の 創 出 」 と し て いる 。 基 本 的 な 役 割 に は 、 文　
県 建 築 士 事 務 所 協 会 （ 舟

幡 健 会 長 ） に よ る 第 ９ 回 茨城 学 生 建 築 展 の 審 査 会 が この ほ ど 実 施 さ れ 、 各 賞 の 受賞 者 が 決 定 し た 。 事 務 所 協会 賞 に は 水 戸 日 建 工 科 専 門学 校 ２ 年 の 今 井 千 聖 さ ん 、岩 田 陽 由 莉 さ ん 、 根 本 歩 さん の 作 品 「 町 と 人 の 波

　
～

平 磯 地 区 活 性 化 計 画 ～ 」 が選 ば れ た 。 受 賞 作 品 の プ レゼ ン 動 画 は Ｙ ｏ ｕ Ｔ ｕ ｂ ｅで 公 開 し て い る 。　
同 協 会 で は 、 建 築 文 化 の

向 上 ・ 発 展 な ど に 資 す る 活動 を 実 施 し て お り 、 そ の 一環 と し て 茨 城 学 生 建 築 展 を開 催 。 学 生 同 士 の 交 流 を 深め る と と も に 、 優 秀 な 作 品

を 行 う 。 履 行 場 所 は 市 役 所新 庁 舎 。 業 務 内 容 は 機 器 のセ ッ ト ア ッ プ 、 基 本 設 計 、詳 細 設 計 、 シ ス テ ム 構 築 、運 用 テ ス ト 等 。　
業 務 の 対 象 範 囲 は 、 運 用

上 の 課 題 改 善 に 係 る 新 た な運 用 環 境 構 築 （ 運 用 保 守 は別 途 ）  、 現 行 環 境 維 持 に 必要 な 既 存 機 器 の 更 新 等 に 係る 一 連 の 作 業 （ 機 器 調 達 およ び 設 定 調 整 、 設 定 変 更 、デ ー タ 移 行 、 切 り 替 え 等 ）  。 　
土 地 改 良 事 業 補 助 金 に つ

い て は 、 国 県 補 助 土 地 改 良事 業 補 助 金 に １ ７ ０ ０ 万 円を 盛 り 込 み ７ 地 区 の 補 助 を実 施 。　
市 単 土 地 改 良 事 業 補 助 金

は

1 0地 区 に ７ ５ ０ 万 円 を 盛

り 込 ん だ 。 入 れ 替 え を 予 定 し て い る 。授 業 に 支 障 を き た さ な い 夏　
笠 間 市 は 市 政 懇 談 会 を

2 8

日 ㈫ 午 後 ３ 時

3 0分 か ら 笠 間

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー ポ レポ レ シ テ ィ （ 赤 坂 ８ ） で 開会 の Ｈ Ｐ （
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） に 掲 載 し て お

り 、 受 賞 作 品 の プ レ ゼ ン 動画 へ の リ ン ク も 貼 ら れ て いる 。　
受 賞 作 品 は 次 の と お り

（ ■ 受 賞 者 ＝ 作 品 名 。 敬 称略 ）【 笠 間 市 長 賞 】　
■ 増 田 美 紅 （ 茨 城 大 学 ）

＝ 拠 り 所 の 再 興

－

木 枯 神

社 と ま ち を 繋 ぐ 親 水 空 間

－

　
【 県 建 築 士 事 務 所 協 会 賞 】

　
■ 今 井 千 聖 、  岩 田 陽 由 莉 、

根 本 歩 （ 水 戸 日 建 工 科 専 門学 校 ） ＝ 町 と 人 の 波

～ 平

磯 地 区 活 性 化 計 画 ～　
【 県 建 築 士 会 賞 】

求 め ら れ 、 災 害 発 生 時 の 防災 活 動 、 支 援 活 動 で の 利 活用 も 想 定 す る 。　
市 が 直 営 で 事 業 を 実 施 し

た 場 合 の 想 定 ス ケ ジ ュ ー ルで は 、

2 6年 度 よ り 基 本 ・ 実

施
設 計 に か か る 予 定 だ が 、

民 間 活 力 を 導 入 す る 場 合 はス ケ ジ ュ ー ル を 組 み 直 す との こ と 。　
市 民 の 意 向 も 反 映 し て い

く た め 、 市 民 参 加 の 委 員 会

　
龍 ケ 崎 市 は ４ 月 １ 日 か

ら 、 副 市 長 と し て 木 村 博 貴氏 （ 現 市 長 公 室 長 ） を 選 任す る 。 木 村 氏 は ３ 月

3 1日 付

で 市 職 員 を 退 職 す る 。 副 市長 は 、 前 任 者 の 退 職 以 来 約２ 年 ぶ り の 選 任 と な る 。 任期 は ２ ０ ２ ７ 年 ３ 月

3 1日 ま

で の ４ 年 間 。　
木 村 氏 は １ ９ ６ ５ 年

1 1月

1 0日 生 ま れ の

5 7歳 。 １ ９ ８

８ 年 に 龍 ケ 崎 市 役 所 に 入 催 す る 。 山 口 伸 樹 市 長 が ２０ ２ ３ 年 度 の 予 算 を 説 明 する 。 事 前 申 込 み は 不 要 。　
市 で は 山 口 市 長 が 市 民 と

意 見 を 交 換 す る 市 政 懇 談 会を 行 っ て お り 、

1 8日 に は 市

役 所 本 所 と 地 域 交 流 セ ンタ ー い わ ま で 実 施 し た 。　
担 当 は 秘 書 課 （ 電 話 ０ ２

９ ６

－

7 7

－ １ １ ０ １ ）  。

休 み 期 間 に 工 事 を 開 始 す る計 画 と の こ と 。　
石 神 小 学 校 （ 石 神 外 宿 １

０ ５ ５ ） は

0 3年 築 の Ｒ Ｃ 造

３ 階 建 て 、 延 べ 床 面 積 が ７０ １ ３ ㎡ 。　
■ 大 野 紗 英 （ 筑 波 大 学 ）

＝ そ と ば た 会 議 物 語

－

外

湯 か ら 広 が る 語 ら い の 街

－

　 【 Ｊ Ｉ Ａ 茨 城 賞 】　
■ 古 谷 亮 太 （ 筑 波 技 術 大

学 ） ＝ 居 住 者 た ち が 自 営 する 長 屋 の 町 並 み　 【 建 築 学 会 茨 城 賞 】　
■ 戸 田 空 大 、 宮 内 陽 己 、

染 谷 巧 、 島 村 瑠 奈 、 坪 井 彩美  （ 筑 波 研 究 学 園 専 門 学 校 ）＝ 華 の あ る 街

～ 古 河 市 の

リ ノ ベ ー シ ョ ン 計 画 ～　 【 県 建 築 セ ン タ ー 賞 】　
■
村 上 由 衣 （ 茨 城 大 学 ）

＝ 環

－

樹 木 葬 に よ る 循 環

的 葬 儀 場

－

　 【 茨 城 新 聞 社 賞 】
■ 生 田 羽 月  ・  松 崎 愛 琉  （ つ

設 置 、  ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 、市 民 ア ン ケ ー ト 、 関 係 団 体へ の ヒ ア リ ン グ な ど を 行 いた い 考 え だ 。　
旧 公 会 堂 は ２ ０ ０ ８ 年 に

閉 鎖 し た 。  １ ９ ６ ０ 年 竣 工 。延 べ 面 積 は 約 ９ ５ ６ ㎡ 。 定員 は 、 い す 席 ７ ０ ０ 人 、 立席 ２ ０ ０ 人 の 計 ９ ０ ０ 人 。市 民 の 演 奏 会 や 発 表 会 、 地域 劇 団 の 稽 古 や 公 演 会 な どに 利 用 さ れ た 。

庁 。 交 通 防 犯 課 長 や 企 画 課長 、 教 育 部 長 な ど を 歴 任 した 。　
萩 原 勇 市 長 は 木 村 氏 に つ

い て 「 本 市 の 企 画 部 門 や 都市 計 画 部 門 を は じ め 、 子 育て 支 援 や 環 境 行 政 に も 精 通し て い る 。 木 村 副 市 長 と これ ま で 以 上 に 力 を 合 わ せ 、本 市 の 掲 げ る 政 策 を 推 進 して ま い り た い 」 と コ メ ン トし た 。

　

く ば 工 科 高 等 学 校 ） ＝ 家 族の 隠 れ 家

リ ゾ ー ト 地 の 新

し い 住 ま い　 【
奨 励 賞 （ 第 一 熱 学 建 設

㈱ ）  】　
■ 長 井 春 雅 く ら ら （ 筑 波

大 学 ） ＝ 生 命 の 種　 【 奨 励 賞 （ ㈱ 新 日 東 ）  】　
■ 羽 根 坂 知 佳 （ 文 化 デ ザ

イ ナ ー 学 院 ） ＝ 「 つ く る ・つ た え る ・ つ な が る 」【 奨 励 賞 （ 日 建 学 院 ）  】　
■ 関 根 龍 人 （ 水 戸 工 業 高

等 学 校 ） ＝ キ ュ ー ブ

ハ ウ

ス　 【 奨 励 賞

（ 総 合 資 格 学 院 ）  】

　
■ 渡 邉 幸 宏 、 福 田 蓮 、 横

田 慎 人  （ 下 館 工 業 高 等 学 校 ）＝ 「 広 々 と し た 家 族 時 間 」 ［ 本

　
課 ］

午 前午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

○○○○○○○○○●●●

○○○○○○○●○●○●

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　
私 は ２ ０ ０ ４ ～

0 5年 度 の

２ 年 間 、 小 川 町 （ 現 小 美 玉市 ） へ ２ 代 目 の 空 港 対 策 課長 と し て 出 向 し て い ま した 。 当 時 は 、  百 里 飛 行 場  （ 現茨 城 空 港 ） 民 間 共 用 化 に 向け て 、 関 連 す る 事 業 用 地 取得 が 本 格 化 し て い ま し た 。　
ス ム ー ズ に 事 業 を 進 め る

た め に 、 国 事 業 で あ る 本 体（ 滑 走 路 １ 本 増 設 等 ） 工 事に 伴 う 事 業 説 明 ・ 用 地 取 得

調 整 、 県 事 業 で あ る 空 港 アク セ ス 道 路 の 用 地 取 得 、 開発 公 社 事 業 で あ る 隣 接 す る工 業 団 地 （ 茨 城 空 港 テ ク ノパ ー ク ） の 用 地 取 得 な ど 、３ つ の 業 務 に つ い て 担 当 を分 け て 、 昼 夜 を 問 わ ず 事 業説 明 や 用 地 交 渉 を 進 め ま した 。　
地 元 で は 以 前 か ら の 自 衛

隊 機 騒 音 問 題 に 加 え 、 新 たな 大 型 旅 客 機 に よ る 騒 音 、

そ し て 首 都圏 に 近 い 空港 整 備 へ の需 要 不 安 や地 元 へ の 経

済 効 果 な ど の 問 題 が あ り ます 。 市 町 村 合 併  （

0 6年 ３ 月 ）

を 控 え た 旧 美 野 里 町 、 旧 玉里 村 か ら も 多 く の 意 見 を いた だ き 、 地 元 の 推 進 協 議 会や 議 会 全 員 協 議 会 の 協 力 もあ り 、 用 地 取 得 が 軌 道 に 乗り 始 め ま し た 。　
今 で も 思 い 出 に 残 っ て い

る の は 、 茨 城 空 港 線 は ４ 車線 計 画 で あ っ た こ と か ら 、農 地 を 所 有 し て い る 方 々 の多 く の 土 地 を 分 断 し て 取 得す る 必 要 が あ っ た こ と 、 また 、 本 体 工 事 に 必 要 な 土 地に あ る 建 物 ・ 用 地 取 得 に 関す る 調 整 な ど に 特 に 難 航 し

　
私 が 水 戸 土 木 事 務 所 長 の 時 、  “ 茨 城 空 港 ” は ま

だ 開 港 し て お り ま せ ん 。 茨 城 空 港 は 百 里 飛 行 場 の民 間 共 用 化 に よ り 誕 生 し た 空 港 で す 。 年 間
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程 度 の 利 用 者 が 見 込 ま れ 、 開 港 ま で に 各 方 面 か らの ア ク セ ス 道 路 の 整 備 が 求 め ら れ て お り ま し た 。こ の 道 路 に は 本 庁 時 代 か ら 携 わ っ て い ま し た が 、後 に 開 発 公 社 で 本 体 工 事 や 公 園 工 事 な ど に 関 わ るこ と に な る と は 、 こ の 時 は ま だ 夢 に も 思 い ま せ んで し た 。

　
当 時 、  東 関 東 自 動 車 道 は 、

北 関 東 自 動 車 道 か ら 茨 城 空港 北 イ ン タ ー チ ェ ン ジ （ ＩＣ ） ま で の 整 備 が 行 わ れ てお り 、 こ こ か ら の ア ク セ スと し て 県 道 紅 葉 石 岡 線 バ イパ ス を 、 ま た 、 常 磐 自 動 車岩 間 Ｉ Ｃ か ら 県 道 上 吉 影 岩間 線 バ イ パ ス の 整 備 を 進 めて お り ま し た 。　
こ の 他 の 周 辺 道 路 に つ い

て も 、 交 差 点 改 良 や 歩 道 整備 な ど 、 き め 細 か く 事 業 を進 め て お り ま し た 。　
こ う し た 事 業 の 中 で 思 い

出 さ れ る の は 、 現 在 、 茨 城空 港 線 と な っ て い る 約 ３ ㎞の エ ン ト ラ ン ス 道 路 で す 。茨 城 空 港 線 は 、 茨 城 空 港 と県 道 紅 葉 石 岡 線 を 結 ぶ 道路 。 地 元 ・ 小 美 玉 市 （ 当 時

　
ま た 、 両 側 の 沿 道 利 用 が

し や す く な り 、 周 辺 の ま ちづ く り に も 貢 献 す る こ と がで き ま す 。 実 際 、 現 在 は 茨城 空 港 の 供 用 後 に 完 成 した 、 空 の え き 「 そ  ・  ら  ・  ら 」へ の ス ム ー ズ な 出 入 り に 役立 っ て お り ま す 。　
そ の 反 面 、 交 差 点 処 理 や

排 水 対 策 に は 苦 労 し ま した 。 交 差 点 は 広 く な り す ぎな い よ う に し 、 排 水 は 空 いて い る 中 央 部 に 土 側 溝 を つく る こ と で ス ム ー ズ に 流 末へ 持 っ て い く よ う に し ま した 。　
こ う し た 工 夫 は 早 く 完 成

の 小 川 町 ） の 協 力 を い た だき な が ら 、 用 地 取 得 を 進 めて お り ま し た 。　
こ の 道 路 は 、 将 来 を 見 据

え て 立 派 な ４ 車 線 道 路 と して 計 画 し て い ま し た が 、 スピ ー ド 感 が 必 要 だ っ た ため 、 当 面 ２ 車 線 で 供 用 さ せる こ と に し ま し た 。　
通 常 、 暫 定 ２ 車 線 道 路 は

半 断 面 を つ く り 、 上 り 下 りに 使 う の で す が 、 茨 城 空 港は 羽 田 空 港 や 成 田 空 港 を 補完 す る 首 都 圏 第 三 の 空 港 。言 わ ば 本 県 の 空 の 玄 関 口 です 。　
県 内 外 は も と よ り 、 海 外

か ら も た く さ ん の 方 々 が 利用 す る こ と を 見 越 し て 、 エン ト ラ ン ス 部 の 見 栄 え を 良く す る た め に も っ と 工 夫 がで き な い か と 関 係 者 で 知 恵を 絞 り ま し た 。　
そ こ で 、 ま ず は 上 り 下 り

の 外 側 車 線 と 歩 道 を つ く るこ と に し ま し た 。 内 側 車 線と 中 央 分 離 帯 は 後 回 し です 。 こ れ で 広 く ゆ っ た り とし た 道 路 と な り 、 心 地 よ く車 を 走 ら せ る こ と が で き ます 。

さ せ ら れ る だ け で な く 、 当面 の 工 事 費 も 抑 え る こ と がで き ま す 。 ま さ に 関 係 者 の努 力 の 賜 物 で す 。　
こ う し て 、 暫 定 で は あ り

ま す が 、 本 県 の 空 の 玄 関 口と し て ふ さ わ し い 、 と て も立 派 な エ ン ト ラ ン ス 道 路 が完 成 し ま し た 。　
後 日 、 こ の エ ン ト ラ ン ス

道 路 は 常 磐 自 動 車 道 石 岡 小美 玉 ス マ ー ト Ｉ Ｃ ま で 延 伸さ れ 、 現 在 で は 生 活 道 路 とし て も 、 ア ク セ ス 道 路 と して も 大 活 躍 し て い ま す 。　
ま た 、 茨 城 空 港 は も ち ろ

ん 、  「 そ ・ ら ・ ら 」 の に ぎわ い に も 貢 献 し て い る よ うで 、 地 元 に 喜 ば れ る 道 路 とな っ た こ と を 嬉 し く 思 い ます 。

い ば ら き の 公 共 事 業い ば ら き の 公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 水 戸 土 木 事 務 所 編 ⑥

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

期 待 ふ く ら む “ 茨 城 空 港 ”「 活 躍 す る エ ン ト ラ ン ス 道 路 」

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 水 戸 土 木 事 務 所 長 ）

元 県 企 業 局 次 長
（ 当 時 ・ 旧 小 川 町 空 港 対 策 課 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 山 中 　 博 氏×

　
１ ９ ６ ０ 年 ９ 月

1 0日 生 ま れ 。
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才 。 神 栖 市 出 身 。 １ ９ ８ ３ 年 に 県庁 へ 入 庁 し 、 現 在 の 検 査 指 導 課 に初 配 属 。 ２ ０ ０ ４ ～

0 5年 、 小 川 町

（ 当 時 ）  の 空 港 対 策 課 長 と し て 出 向 。企 業 局 技 監 兼 施 設 課 長 を 経 て 、

2 1

年 ３ 月 に 企 業 局 次 長 で 退 職 。

見 栄 え工
　
夫
外 側 車 線 と 歩 道 を 先 行

た こ と で し ょ う か 。　
中 で も 用 地 取 得 と も に 地

元 調 整 に 時 間 を 要 し た こ とが あ り ま し た 。 そ れ は 拡 張す る 整 備 地 に 必 要 と な る 新設 の 雨 水 調 整 池 か ら 河 川 まで の 間 、 地 元 管 理 の 農 業 排水 路 を 使 用 す る た め 、 そ の排 水 負 荷 や 洪 水 被 害 拡 大 に対 す る 不 安 の 払 拭 で し た 。　
何 度 も 地 元 説 明 を 行 い ま

し た が 、 幸 い 河 川 課 に い たこ ろ に 携 わ っ て い た 開 発 行為 に 伴 う 調 整 池 設 置 の 調 整業 務 の 経 験 が 活 き 、 何 と か理 解 を 得 る こ と が で き た ため 、 大 き な 進 展 と な り ま した 。　
そ の 後 も 水 戸 土 木 事 務 所

で 調 整 池 や 駐 車 場 な ど の 整備 に 、 道 路 建 設 課 で 関 連 道路 の 開 通 式 な ど に 携 わ る こと が で き 、 開 港 に 向 け て の一 助 に な っ た の で は な い かと 思 っ て お り ま す 。

第 9 回 茨 城 学 生 建 築 展

優 秀 1 1 作 品 が 見 事 受 賞

県 建 築 士 事 務 所 協 会

古 河 市
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な
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な
　

　
ど
排 水 路 工 実 施

プ ロ ポ で 内 田 洋 行 を 選 定

現 市 長 公 室 長 、  ４ 月

か
　

　
ら 就 任

石 神 小 の 空 調 設 備 改 修

単 独 で 土 地 改 良 事 業

情 報 シ ス テ ム 更 新 へ

副 市 長 に 木 村 博 貴

氏

工 事 発 注 は ６ 月 メ ド
水 戸 市

下 妻 市

龍 ケ 崎 市

東 海 村

2 3年 度 の 予 算 を 説 明
2 8日 に 市 政 懇 談 会

笠 間 市
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